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第４次出雲市地域福祉計画・地域福祉活動計画は、社会の変化や課題をふまえて、福祉施

策をさらに充実させることにより、地域のあらゆる住民が役割や生きがいを持ち、支え合いなが

ら住み慣れた地域で自分らしく活躍できる「地域共生社会」の実現を目指し策定します。 

 

 

 

「地域共生社会」とは、制度・分野

ごとの『縦割り』や「支え手」「受け

手」という関係を超えて、地域住民

や地域の多様な主体が『我が事』と

して参画し、人と人、人と資源が世

代や分野を超えて『丸ごと』つなが

ることで、住民一人ひとりの暮らしと

生きがい、地域をともに創っていく社

会を目指すものです。 

 

 

 

「出雲市地域福祉計画」は、出雲市のまちづくり計画である出雲市総合振興計画

の福祉分野に関する施策を具体化するための計画として位置づけられます。 

出雲市社会福祉協議会が策定す

る「出雲市地域福祉活動計画」と密

接に関連するため、両者の整合をと

りつつ、連携して各施策を推進しま

す。 

本計画は障がい・高齢者・子育て

等関連する個別計画の上位計画に

あたることから、具体的な取組方針・

施策等については個別計画に委ね

つつ、これらの関連する個別計画と

の整合性に配慮しながら地域福祉

全体の方向性を示す計画として策

定しています。 

 

 

 

地域共生社会とは 

①地域福祉計画・地域福祉活動計画について 

②計画の概要 
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地域住民が抱える課題が複雑化・複合化し、従来の分野別の支援体制では対応が困難に

なっている現状があります。課題を抱えた人に寄り添いながら包括的な支援を行うため、「重層

的支援体制整備事業計画」を位置づけ、各事業を実施します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活での困りごとや地域における福祉活動に関する意識等について、市民を対象にア

ンケート調査（※）を実施した結果から、次の課題が見えてきました。計画ではこれらの課題に

対応し取組を推進します。  （※）平成２９年度～令和３年度の各年度無作為抽出で１５００名に実施 

 

 

 

 

 

  

 
人口減少や少子高齢化、人々の価値観
や考え方、ライフスタイルの多様化 

 
生活困窮、子どもの貧困、
ひきこもり、孤独死など 

 

新型コロナウイルス感染症により、生活の困窮
をはじめとした様々な不安や悩みを抱える人が
増加、孤立・孤独などの問題が表面化し深刻化 

市民アンケート調査から見えた課題 

相談を必要とする人を窓口につなげる 

地域の中で孤立しない・させない取組が必要 

地域での孤立化 

相談相手が 

特にいない 

７人に１人 

困ったときに、近所の人に 

助けてもらいたいことは特にない 

近所づきあいがほとんどない人の３人に１人 

近所づきあいが 

ほとんどない 

１３人に１人 

地域福祉活動の活性化 

地域福祉活動をこれまでにしたことがない人が約半数 
「忙しくて時間がない」「きっかけや機会がない」 

「情報が必要」 

活動への主な参加動機 

「友人や家族に誘われた」「職場などで機会があった」 

人とのつながりと情報発信の強化により 

活動の活性化を図る 

③地域福祉における様々な課題 

２ 

①相談支援 事業の内容 

包括的相談支援事業 

・属性や世代を問わず包括的に相談を受け止める 

・支援機関の連携により対応する  

・複雑化・複合化した課題については多機関協働事業につなぐ 

多機関協働事業 
・市全体で包括的な相談支援体制を構築する 

・重層的支援体制整備事業の中核を担う 

アウトリーチ等を通じた継続的

支援事業 

・支援が届いていない人に支援を届ける 

・関係機関等とのネットワークにより潜在的な対象者を把握する 

 ②参加支援 事業の内容 

参加支援事業 

・社会とのつながりを作るための支援を行う 

・利用者のニーズを踏まえた丁寧なマッチングやメニューをつくる 

・本人への定着支援と受け入れ先の支援を行う 

 ③地域づくりに向けた支援 事業の内容 

地域づくり事業 

・世代や属性を超えて交流できる場や居場所を整備する 

・交流・参加・学びの機会を生み出すための個別の活動や人をコーディネートする 

・地域における拠点の形成や地域活動の活性化を図る 

 

重層的支援体制整備事業計画について 



 

 
 

 

 

 

 

 

基本方針 

 誰もが役割や生きがいを持ち、支え合いながら自分らしく活躍できる「地域共生社会」の実

現に向けて、地域福祉を担う市、市社協、事業者そして地域住民が、互いに連携し、それぞれの

役割を果たしながら計画を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④計画の基本的な考え方 

基本方針１ 安心・快適な暮らしの推進 

 住み慣れた地域で安心・快適に暮らしていくために、課題を抱えたときに包括的に相談を受け

止め、様々な課題にきめ細やかに対応する相談支援体制を推進します。 

 また、人生の最後まで尊厳をもって自分らしい生活を送れるよう、社会参加や自立を支援する

とともに、防災・防犯対策、バリアフリー、権利擁護の取組を推進します。 

ぬくもりのある福祉のまちづくり 
～地域共生社会の実現に向けて～ 

基本方針２ 連携・協働による福祉サービスの提供 

 様々な福祉ニーズに対応するために、行政、医療・介護・福祉関係者、地域住民が連携・協働

し、必要な支援・サービスを切れ目なく提供する地域包括ケアシステムの取組を推進します。 

 また、地域において必要とされる福祉サービスの基盤整備を推進し、人材確保・定着の促進な

どを通じて福祉サービスの向上を図ります。 

基本方針３ 地域福祉の充実・強化 

 地区社会福祉協議会の取組や地区のサロン活動など、これまでのつながりを活かした地域

福祉活動とあわせて、子ども食堂やフードドライブなどテーマ型の地域福祉活動の充実・活性

化を図ります。 

 福祉・医療系の学校と連携して福祉教育を推進するとともに、地域における世代間交流を通

じて、次世代を担うリーダーの人材育成を図ります。 

基本方針（基本目標を実現するための３つの柱） 

ＳＤＧｓ（国際社会における２０３０年までの開発目標）について 

 ＳＤＧｓは、持続可能な世界を実現するための１７の目標と169のターゲットで構成

され、「地球上の誰一人として取り残さない」ことを誓っています。本市においてもこ

れらの目標を十分に踏まえ、地域福祉の推進に取り組んでいきます。 

３ 

基本目標 



 

 
 

 

 

 本計画は基本目標及び３つの基本方針に基づき、以下の体系で施策を推進します。 

  

計画の体系 
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⑤第４次計画における取組内容 

基本方針１ 安心・快適な暮らしの推進 

基本項目１－１ 包括的相談支援体制の推進 

 福祉総合相談支援事業を充実させ、相談窓口の充実と他機関の連携による包括

的な支援に取り組みます。 

 また、支え合いや地域での見守りの仕組みを通じて、社会的孤立・孤独を防止する

対策を強化します。 

1-1-1 相談窓口の充実・多機関の連携 

1-1-2 支え合いを通じた孤立防止 

実施 

項目 

関連するＳＤＧｓの目標 

基本項目１－２ 地域生活の支援 

 健康的な生活への支援、安心して在宅生活を送るための環境づくり、社会参加への

取組を進めるとともに、経済的に困窮した場合の支援体制を強化します。 

 また、生活の基盤となる安心・安全なまちづくりを地域と一体となって推進します。 

1-2-1 自立の支援 

1-2-2 社会参加・就労支援 

1-2-3 生活困窮者の自立支援 

1-2-4 防災・防犯対策の推進 

実施 

項目 

基本項目１－３ 市民の権利の実現 

 福祉のまちづくり条例に基づくバリアフリーに配慮した整備を進めるとともに、あい

サポート運動など心のバリアフリーにつながる取組を進めます。 

 また、多文化共生の取組や成年後見制度による支援など、権利擁護の取組を推進

します。 

1-3-1 バリアフリーの推進 

1-3-2 権利擁護体制の充実 

1-3-3 成年後見制度の利用促進 

実施 

項目 
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基本方針２ 連携・協働による福祉サービスの提供 

基本方針３ 地域福祉の充実・強化 

基本項目３－１ 地域福祉活動への参加促進 

 身近な地域での福祉活動に多くの方が参加できるように、環境づくりを進めます。 

 また、活動の充実へとつながる情報発信に努めます。 

基本項目３－２ 地域福祉活動を担う人材育成 

 福祉事業者と地域が連携を深め、地域資源を最大限活用できるように人材育成や

地域福祉にふれる機会の創出に努めます。 

 また、活動を持続可能なものとしていくため、担い手育成の取組を推進します。 

基本項目２－１ 福祉関連機関の連携推進 

 様々な福祉課題や地域課題の解決に向けて、地域包括ケアシステムの推進に引き

続き取り組みます。 

 また、地域福祉の各分野で、それぞれが抱える福祉課題や多様なニーズを把握し、

適切なサービスが提供できる体制を強化します。 

２-１-１ 地域包括ケアシステムの推進 

２-１-２ 福祉課題や福祉ニーズの把握 

２-１-３ 福祉ニーズとサービスのマッチング 

実施 

項目 

基本項目２－２ 社会福祉事業の推進 

 社会福祉事業の基盤となる福祉事業者や福祉事業に携わる人材確保・定着のた

めの支援を行います。利用者の特性に応じたサービスを提供し、多様な福祉課題に

対応できる体制の充実を図ります。 

 また、第三者評価や各種研修等を通じて、福祉サービスの質の向上を図ります。 

2-2-1 福祉事業者等の振興・参入 

2-2-2 福祉サービスの向上 

実施 

項目 

関連するＳＤＧｓの目標 

関連するＳＤＧｓの目標 

3-1-1 地域福祉活動の推進 

3-1-2 福祉活動拠点の充実強化 

3-1-3 情報提供体制の充実 

実施 

項目 

3-2-1 地域や事業所等での人材育成 

3-2-2 地域福祉にふれる機会の創出 

3-2-3 住民福祉活動の担い手育成 

実施 

項目 
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 本計画は、福祉関連計画の上位計画に位置付けられることから、個別の取組に対する評価や

数値目標の設定等は、関連する個別計画に委ねることとします。 

 本計画を着実に進めるため、毎年度、出雲市地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会

において、計画に基づく施策の実施状況について点検・評価し、その結果を公表するとともに、

必要に応じて計画の見直し等に活用します。 

 

 

【ＰＤＣＡサイクルによる進捗管理 （Ｐｌａｎ：計画 Do：実行 Ｃｈｅｃｋ：評価 Ａｃｔion：改善） 

 

 

 

 

 本計画は、出雲市地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会が進行を管理し、計画内容

の見直しや次期計画策定に向けた検討などを行います。 

 また、出雲市地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会は、市内の地域福祉に携わる各

種部門の関係者、学識経験者、地域活動団体等の委員により構成されていることから、本市に

おける様々な福祉課題について情報交換を行い、意識の共有を図る場としても位置付けます。 

 

出雲市健康福祉部福祉推進課 

〒693-8530 

出雲市今市町７０ 

TEL（０８５３）２１-６６９４ 

ＦＡＸ（0853）２１-６５９８ 

社会福祉法人出雲市社会福祉協議会 

〒693-0001 

出雲市今市町５４３ 出雲市社会福祉センター内 

TEL（０８５３）２３-３７８１ 

ＦＡＸ（0853）２0-7733 

発行・お問い合せ先 

⑥計画の進捗管理 

⑦進行管理の体制 

７ 


